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2023 年度オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）総会の決議について 
 
平素より JPCOAR の活動にご協力を賜り、誠にありがとうございます。 
「2023 年度オープンアクセスリポジトリ推進協会総会の招集について（2024 年 3 月 1

日）」のとおり、2024 年３月 13 日に標記総会を開催し、同日 24:00 をもって議決権行使期
間を終了しました。その後、監事の立ち合いのもと開票を行い、決議を得ましたので、下
記のとおり通知します。 

 
【準拠】 
 オープンアクセスリポジトリ推進協会会則（平成２８年７月２７日制定） 
 通常総会の電子的な通信並びに記録手段を用いた開催に関する細則（2021 年 2 月 8

日制定）（以下「細則」という。） 
 

記 
 
1. 開票について 

日時：2024 年 3 月 15 日（金）13:30～15:00 
場所：オンライン会議 
立会人： 
（監事）東京海洋大学（福井 啓介（学術情報課長）） 
    前橋工科大学（大山 ゆかり） 
 
出 席： 
（会長）青山学院大学図書館長 伊達 直之 
（運営委員会委員） 
杉田 茂樹（委員長、京都大学附属図書館事務部長） 
鈴木 一巳（委員、青山学院大学相模原事務部学術情報課長） 
吉田 幸苗（委員、国立情報学研究所学術基盤推進部学術コンテンツ課長） 

（事務局） 
 



 

2. 総会成立の確認 
議決権行使期間：2024 年 3 月 1 日（金）～2024 年 3 月 13 日（水）24:00 
会員数：748 
定足数（会員数の過半数）：375 
出席会員の数：529 
以上をもって、細則第３条の規定により、2023 年度総会の成立を確認しました。 

 
3. 決議 

第 1 号議案（2024 年度会長選出について） 
賛成 524 票 反対 0 票 （合計）有効 524 票 / 無効 5 票 【可決】 

第 2 号議案（2024 年度監事選出について） 
賛成 525 票 反対 0 票 （合計）有効 525 票 / 無効 4 票 【可決】 

第 3 号議案（2024 年度運営委員会委員選出について） 
賛成 525 票 反対 0 票 （合計）有効 525 票 / 無効 4 票 【可決】 

第 4 号議案（2024 年度活動計画について） 
賛成 525 票 反対 0 票 （合計）有効 525 票 / 無効 4 票 【可決】 

第 5 号議案（2024 年度予算について） 
賛成 522 票 反対 3 票 （合計）有効 525 票 / 無効 4 票 【可決】 

 
以上、細則第４条をもって、第１号議案～第 5 号議案は、可決されました。 
 
今回の総会で、会員の皆様からいただいたご意見の詳細は別紙 2「2023 年度

JPCOAR 総会でいただいたご意見」をご参照ください。運営委員会で検討のうえ、今
後その結果を会員の皆様へお伝えしていく予定としております。 

 
【連絡先】 
オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）事務局 
メールアドレス： jpcoar@nii.ac.jp 
住所： 〒101-8430 東京都千代田区一ツ橋 2-1-2 

国立情報学研究所 学術基盤推進部 図書館連携・協力室内 
 
 
 
 
 



別紙1

2023年度JPCOAR総会議決集計

会員数（2024年3⽉1⽇） 748
過半数 375
出席会員 529

議⻑委任 全議案

議案 賛成 賛成 賛成 反対 ⽩票 賛成 反対
無効票
注)

1 326 176 22 0 5 524 0 5
2 326 176 23 0 4 525 0 4
3 326 176 23 0 4 525 0 4
4 326 176 23 0 4 525 0 4
5 326 176 20 3 4 522 3 4

注）
⽩票であり各議案の賛否が表明されていないため、集計では無効票とする。

集計 各議案への賛否投票
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2023 年度 JPCOAR 総会投票に際しいただいたご意⾒ 
 
【第 5 号議案 2024 年度予算案について】 
（反対の理由） 
・（１）⾦額があっていない状態では賛成できない。（２）事務協⼒費と、提案の事業推進経

費は性質がまったく異なるものであり、事務局の位置づけにかかわる事項を予算案の
中で議論することには反対、今後の協会の活動に⼤きくかかわる事であり、別議題とし
て丁寧に協議すべき。 

・①「調査等事業推進経費」に関する結論が出ていないため ②JC 共同運営本部がもし 2024
年度内に発⾜された場合の経費負担に関することが読み取れなかったため（JC 作業部
会の予算内で可能か等を含め） 

・追加の協議依頼がない限り、賛成できない 
 
（コメント） 
・出向者の業務変更に伴う予算について追加議案扱いとなりましたが、⼀旦賛成といたしま

す。 
・第 5 号議案については、修正された資料が近⽇中に送付されることを条件として賛成い
たします。 
 
【「備考」にいただいたコメント】 
・いつもお世話になります。WEKO3 の移⾏で重要なことは、電⼦メールではなく、紙媒体

でも周知をお願いします。仮に重要なことを知らせた場合は、⻑⽂の途中ではなく、最初
に書いて下さると読み落としがないと思います。 

 
・総会の場でもご意⾒が出されたように、予算、決算等の内容の追加説明や数値の修正が総

会時になされた場合は、即⽇の議決権⾏使ではなく、⼀定の期間を要すると思います。 
 
・いつもお世話になっております。本⽇の総会の最後の報告で、JC 移⾏において ML での

質疑応答でもやもやしていた原因がよくわかりました。タスクフォースの⽅々はボラン
ティアにもかかわらず⼤変な苦労をおかけしており感謝しております。時に期待する回
答（単純な YES/NO で返ってこないことなど）が得られないことに殺伐とした雰囲気が
漂うときもありますのでもしかしたらお名前が⾒えると同じ図書館職員であることが⾒
えて雰囲気も和らぐかなと思いました。個⼈名を出さない理由があるかもしれませんの
で提案ではなく感想です。⻑⽂失礼しました。今後ともよろしくお願いします。 

 
・本⽇の総会での、2023 年度決算の経過報告において、当初予算が 2022 年度総会決議と
異なっているのではないかとの指摘がありましたが、昨年度の総会資料については、①ウェ
ブサイトで公開されているもの https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/2000278 ②メーリン
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グリスト[jpcoar-member:00125]に添付されたもの の 2 バージョンがあるようです。①の
予算案では、会員機関数が 11 ⽉現在となっていますが、②では 1 ⽉現在と、②が新しい情
報です。総会であった指摘と、その後のご説明は①に基づくものでしたが、今年度の資料の
当初予算額は②と⼀致しています。2022 年度総会で議決されたのは②ではないかと思うの
ですが、経緯をご確認いただければと存じます。 
 
・「オンライン投票システムマニュアル」では「参加組織名」「参加組織代表者の職名及び⽒

名」が必須とありますが、⼊⼒欄が表⽰されなかったので⼊⼒できませんでした。 
 
・既にご検討されていることと存じますが、適切なコミュニケーションと組織体制の構築を

希望致します。 
 
・２点あります。 
１）資料に NII の⽅らしくない間違いや訂正が，今年度はあったように思います。 多くの

案件を抱え，事務の⽅の負担が過⼤ではないのかと気になりました。  
２）JAIRO Cloud 共同運営検討タスクフォースの活動報告ありがとうございました。 TF の

⽅々の⼤変さが伝わりました。 運⽤しやすいように組織や体制の変更や設置をするの
は結構ですが， 今後もこの JC を使い続けるのでしょうか。 使いやすいシステムに変
更していただきたいです。 システムだけではなく⼤学図書館職員の IT スキル，知識
にも課題はありますが， 様々な業務を抱える現場の⼤学図書館にとって，weko3 移⾏
後の登録作業は多⼤な負担となっています。 このままこのシステムを使い続けること
は，⼤学図書館，タスクフォース，NII の⽅々など全員にとって負担が⼤きく， オー
プンアクセス推進に⽔を差さないかと⼼配です。 

 
・会計報告の数字については相違が無いようにお願いできればと思います。 
 
・会員の承認をとることが最⼤の⽬的となり、審議検討に値するような総会運営や資料では

ないように⾒受けられました。賛成も反対もできかねますので、議⻑に委任といたします。 
 
・第５号議案に賛成したが、「調査等事業推進経費」に ついて、その前提が別途審議事項と

して、後⽇メール審議 されることになったため、その内容は正しく反映いただきたい。 ・
正誤表の「反訳費」は誤字と思われるので、確認いただきたい。 

 
・第５号議案（2024 年度予算について）については、追加審 議の結果に応じて再度検討す

ることを前提として賛成します。 
 
・JAIRO Cloud が WEKO3 に移⾏しましたが、使⽤している機関から 様々なシステム上の

改善点が指摘されています。 各機関において操作するスタッフは数年ごとに交代するこ
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とが多いと思われるので、 新たに担当者となってもマニュアルに従って操作をすれば登
録作業などが ⽀障なくできるようなシステムとしていただきたいです。 例えば item の
登録タイミングによってはハーベストされない （登録後タイミングによっては更新をか
けないとハ―ベストされない） というような仕様を知らないと登録されない item が発
⽣することになります。 JAIRO Cloud の利⽤を取りやめた機関もあるように聞いており
ますので、 優先順位の⾼いものからの改善実施について国⽴情報学研究所へ働きかけて
いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 
・平素より多⼤なご尽⼒いただきありがとうございます。疑義のあった箇所について説明い

ただいたように修正されるとのことで議⻑に⼀任させていただきます。 
 


